
(57)【要約】

【課題】無影灯を携帯可能にする。

【解決手段】複数本の屈曲自在アーム１ａ，１ｂ，１ｃ

，１ｄと、各屈曲自在アームの先端に取り付けられた光

源２ａ，２ｂ，２ｃ，２ｄと、光源用の電源３と、全屈

曲自在アームの末端が連結された基部４を所望箇所に設

置する設置手段９とを具備する。複数個の光源を備える

ので、無影灯が照明する領域が拡大し、術野が広く確保

される。また、設置手段によりベッド、床、カバン等所

望の位置に設置することができる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 本 の 屈 曲 自 在 ア ー ム と 、 各 屈 曲 自 在 ア ー ム の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 光 源 と 、 光 源 用
の 電 源 と 、 全 屈 曲 自 在 ア ー ム の 末 端 が 連 結 さ れ た 基 部 を 所 望 箇 所 に 設 置 す る 設 置 手 段 と を
具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 設 置 手 段 が 所 望 箇 所 を 把 持 す る ク ラ ン プ
具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 設 置 手 段 が 台 車 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 基 部 が 屈 曲 自 在
脚 で あ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 電 源 が 基 部 又 は
上 記 設 置 手 段 に 一 体 的 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 光 源 に 光 拡 散 板
が 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 基 部 が 屈 伸 自 在
脚 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 電 源 が バ ッ テ リ
で あ る こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 無 影 灯 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 持 ち 運 び 可 能 な 携 帯 用 無 影 灯 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 持 ち 運 び 可 能 な 携 帯 用 無 影 灯 と し て は 術 者 の 頭 部 に 装 着 可 能 な も の が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ３ ９ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の 携 帯 用 無 影 灯 は 歯 科 治 療 用 で あ っ て 一 つ の 光 源 を 術 者 の 頭 部 の 前 面 に 保
持 す る の み で あ る か ら 、 術 野 を 広 く 照 明 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 術
者 の 頭 部 以 外 の 箇 所 に は 設 置 し 得 な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 上 記 不 具 合 を 解 消 す る こ と が で き る 携 帯 用 無 影 灯 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 次 の よ う な 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 複 数 本 の 屈 曲 自 在 ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ
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） と 、 各 屈 曲 自 在 ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ） の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 光 源 （ ２ ａ
， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ ） と 、 光 源 用 の 電 源 （ ３ ） と 、 全 屈 曲 自 在 ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ
， １ ｄ ） の 末 端 が 連 結 さ れ た 基 部 （ ４ ， １ ６ ） を 所 望 箇 所 に 設 置 す る 設 置 手 段 （ ９ ， １ ４
， １ ５ ） と を 具 備 し た 携 帯 用 無 影 灯 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、 上 記 設 置 手 段
が 所 望 箇 所 を 把 持 す る ク ラ ン プ 具 （ ９ ， １ ５ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯 に お い て 、
上 記 設 置 手 段 が 台 車 （ １ ４ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯
に お い て 、 上 記 基 部 が 屈 曲 自 在 脚 （ ４ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯
に お い て 、 上 記 電 源 （ ３ ） が 基 部 （ ４ ， １ ６ ） 又 は 上 記 設 置 手 段 （ ９ ， １ ４ ， １ ５ ） に 一
体 的 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯
に お い て 、 上 記 光 源 （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ ） に 光 拡 散 板 （ ７ ） が 取 り 付 け ら れ た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯
に お い て 、 上 記 基 部 が 屈 伸 自 在 脚 （ １ ６ ） で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 携 帯 用 無 影 灯
に お い て 、 上 記 電 源 （ ３ ） が バ ッ テ リ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 本 の 屈 曲 自 在 ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ） と 、 各 屈 曲 自 在
ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ） の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 光 源 （ ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２
ｄ ） と 、 光 源 用 の 電 源 （ ３ ） と 、 全 屈 曲 自 在 ア ー ム （ １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ） の 末 端 が
連 結 さ れ た 基 部 （ ４ ， １ ６ ） を 所 望 箇 所 に 設 置 す る 設 置 手 段 （ ９ ， １ ４ ， １ ５ ） と を 具 備
し た 携 帯 用 無 影 灯 で あ る か ら 、 屋 内 外 の 暗 所 に お い て 無 影 灯 を 簡 易 か つ 迅 速 に 設 置 し 、 無
影 灯 が 照 明 す る 領 域 を 拡 大 し 、 術 野 を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ベ ッ ド 、 床 等 所
望 の 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 屋 外 で カ バ ン 等 を 土 台 と し そ の 上 に 設 置 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 １ ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 携 帯 用 無 影 灯 は 、 複 数 本 の 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ，
１ ｄ と 、 各 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 光 源 ２ ａ ， ２
ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ と 、 光 源 用 の 電 源 ３ と 、 全 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ の 末 端
が 連 結 さ れ た 基 部 を 所 望 箇 所 に 設 置 す る 設 置 手 段 と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ は 、 自 在 に 折 り 曲 げ る こ と が で き る も の で 、 所
望 の 折 り 曲 げ 状 態 に 折 り 曲 げ た 後 そ の 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 屈
曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ は 望 ま し く は パ イ プ 状 で あ り 、 そ の 中 空 内 に 電 線 ５
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が 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 、 電 球 等 で 構 成 さ れ る 。 こ の 実 施 の 形 態 １ で は
Ｌ Ｅ Ｄ が 用 い ら れ る 。 各 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ の 周 り は 望 ま し く は 笠 ６ で 覆 わ れ る
。 笠 ６ は 略 円 錐 形 に 形 成 さ れ 、 上 記 各 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ の 先 端 に 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ に は 必 要 に 応 じ て 光 拡 散 板 ７ が 設 け
ら れ る 。 光 拡 散 板 ７ は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 板 等 で 作 ら れ 、 笠 ６ の 前 縁 に 連 結 具 ８ で 連 結 さ れ
固 定 さ れ る 。 各 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ か ら の 光 は こ の 光 拡 散 板 ７ に よ り 拡 散 さ れ た
状 態 で 患 者 の 患 部 等 に 向 っ て 照 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 影 が 生 じ 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 部 は 、 複 数 本 の 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ を 束 ね た も の を 保 持 す る も の
で 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 屈 曲 自 在 脚 ４ と さ れ る 。 屈 曲 自 在 脚 ４ は 、 例 え ば 上 記 屈 曲 自 在
ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ を よ り 太 く し た 構 成 で あ り 、 そ の 先 端 に 屈 曲 自 在 ア ー ム １
ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ を 束 ね た も の が 連 結 さ れ る 。 ま た 、 各 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ，
１ ｃ ， １ ｄ 内 に 通 さ れ た 電 線 ５ が 束 に な っ て 通 さ れ 、 こ の 電 線 ５ の 束 が 基 部 ４ で あ る 屈 曲
自 在 脚 ４ の 末 端 か ら 外 部 に 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 電 源 ３ と し て は 、 建 屋 等 の 定 置 式 電 源 で あ っ て も よ い が 、 望 ま し く は 携 帯 可 能 な バ ッ テ
リ が 用 い ら れ る 。 こ の バ ッ テ リ に 上 記 電 線 ５ の 束 が 図 示 し な い 制 御 部 を 介 し て 電 気 的 に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 設 置 手 段 は 、 具 体 的 に は 固 定 手 段 で あ る ク ラ ン プ 具 ９ で あ る 。 ク ラ ン プ 具 ９ と し て は 公
知 の 各 種 の も の を 使 用 す る こ と が で き る の で 、 そ の 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。 こ の ク ラ ン プ
具 ９ が 基 部 ４ で あ る 屈 曲 自 在 脚 に 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 同 様 な ク ラ ン プ 具 １ ０ が 電 源 ３
で あ る バ ッ テ リ に も 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 携 帯 用 無 影 灯 は 、 例 え ば 手 術 台 １ １ に 取 り 付 け ら れ る 。 手 術 台
１ １ の 患 者 が 乗 る テ ー ブ ル １ ２ の 周 囲 に は レ ー ル １ ３ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ の レ ー
ル １ ３ に ク ラ ン プ 具 ９ ， １ ０ に よ っ て 基 部 で あ る 屈 曲 自 在 脚 ４ と 電 源 ３ で あ る バ ッ テ リ が
そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る 。 術 者 等 が 屈 曲 自 在 ア ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ や 屈 曲 自 在 脚 ４ を
所 望 の 姿 勢 に 屈 曲 さ せ 、 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ の 各 々 を 望 ま し い 向 き 及 び 位 置 に セ
ッ ト し 、 テ ー ブ ル １ ２ 上 の 図 示 し な い 患 者 の 患 部 に 複 数 条 の 光 源 光 を 照 射 す る 。 こ れ に よ
り 、 病 院 等 で 停 電 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 迅 速 か つ 簡 易 に 無 影 灯 を 用 意 し 、 手 術 、 治 療
等 を 適 正 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 携 帯 用 無 影 灯 の 設 置 手 段 が 台 車 １ ４ と さ れ
る 。 こ の 台 車 １ ４ の 車 輪 １ ４ ａ に よ り 携 帯 用 無 影 灯 は 手 術 台 １ １ の 近 傍 等 所 望 の 位 置 ま で
簡 易 に 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 台 車 １ ４ に は 電 源 ３ で あ る バ ッ テ リ が 一 体 的 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ に お い て 実 施 の 形 態 １ に 示 す 部 分 と 同 じ 部 分 に は 同 一 符 号 を 用
い て 示 す こ と と し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ３ ＞
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 携 帯 用 無 影 灯 の 基 部 が 屈 伸 自 在 脚 １ ６ と さ
れ る 。 こ の 屈 伸 自 在 脚 １ ６ の 先 端 か ら 光 源 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ を 保 持 す る 屈 伸 自 在 ア
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ー ム １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ が 突 出 し 、 屈 伸 自 在 脚 １ ６ の 末 端 に は ク ラ ン プ 具 １ ５ が 取 り
付 け ら れ る 。 屈 伸 自 在 脚 １ ６ は ク ラ ン プ 具 １ ５ に よ り 図 ４ に 示 し た 手 術 台 １ １ の レ ー ル １
３ そ の 他 所 望 の 部 位 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 基 部 で あ る 屈 伸 自 在 脚 １ ６ の 所 望 位 置 に は 電 源 ３ で あ る バ ッ テ リ が 一 体 的 に 設 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ に お い て 実 施 の 形 態 １ に 示 す 部 分 と 同 じ 部 分 に は 同 一 符 号 を 用
い て 示 す こ と と し 、 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る が 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の
趣 旨 の 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 可 能 で あ る 。 た と え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 光 源 、 屈 曲 自
在 ア ー ム は そ れ ぞ れ ４ 個 ず つ 設 け て い る が 、 そ れ 以 上 で あ っ て も よ い し 、 ２ 個 ず つ 又 は ３
個 ず つ 設 け て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 携 帯 用 無 影 灯 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 源 に 光 拡 散 板 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 一 の 実 施 形 態 の 携 帯 用 無 影 灯 を 手 術 台 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 携 帯 用 無 影 灯 の 第 二 の 実 施 形 態 を 手 術 台 と 共 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 携 帯 用 無 影 灯 の 第 三 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ … 屈 曲 自 在 ア ー ム
　 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ， ２ ｄ … 光 源
　 ３ … 電 源
　 ４ … 屈 曲 自 在 脚
　 ７ … 光 拡 散 板
　 ９ ， １ ５ … ク ラ ン プ 具
　 １ ４ … 台 車
　 １ ６ … 屈 伸 自 在 脚
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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